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§§§§1111 INTRODUCTIONINTRODUCTIONINTRODUCTIONINTRODUCTION

・String theory motivated

・Flat 4D brane with 5D AdS bulk

l

1-1 RS II Braneworld Scenario 

・超弦理論超弦理論超弦理論超弦理論⇒高次元

余剰次元が存在するかどうかを連星連星連星連星GW観測観測観測観測から検証.

Randall & Sundrum (1999)

加速度加速度加速度加速度

・無限無限無限無限にににに伸伸伸伸びたびたびたびた

warped extra dimension 

余剰次元余剰次元余剰次元余剰次元 scale l

(AdS 曲率 scale)

・brane上で 4次元次元次元次元 G.R.を再現
Brane: 4D Flat

Bulk: 5D AdS 

・Table top experiment (Adelberger et al. 2007):

⇒ l < 14μm



(Emparan et al. 2003, Tanaka 2003)

・Braneに局在したBHは見つかっていない。

・Conjecture: 

Braneに局在したlよりも大きな静的BHは存在しない。

1-2 Brane に局在した BH

Brane上上上上：：：：

4D BHがががが小小小小さくなっていくさくなっていくさくなっていくさくなっていく。。。。

(4D BH のののの mass loss)

加速度加速度加速度加速度5D BH



5D deforming BH

(古典的古典的古典的古典的ななななmass loss 効果)

4D CFT Hawking 放射放射放射放射

(量子的量子的量子的量子的なななな mass loss 効果)

5D 4D

CFTのd.o.f.

⇒増幅された

Hawking放射

AdS/CFT

Hawking

et al.

(2000)

◎この変化を GW 観測観測観測観測からからからから捉捉捉捉えるえるえるえる。

(G.R.)

(4D Planck scale: lp=1.6×10-33 cm)
BHののののEvaporation time:

宇宙年齢以内宇宙年齢以内宇宙年齢以内宇宙年齢以内でででで十分蒸発十分蒸発十分蒸発十分蒸発!



§§§§2 2 2 2 DECIGODECIGODECIGODECIGOをををを用用用用いたいたいたいた制限制限制限制限

Binary GW 

G.R.

・重力波形の位相がずれる。

2-1 修正重力波形

G.R.

RS-II
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§§§§3333 結果結果結果結果

・ Fisher 解析

・We take the fiducial values as tc=φc=l=0.

Fisher matrix:

l の上限 l の上限

・小質量小質量小質量小質量連星⇒ table-top実験実験実験実験よりもよりもよりもよりも強強強強いいいい制限制限制限制限!

BH mass



§§§§4444 まとめまとめまとめまとめ

・小質量連星小質量連星小質量連星小質量連星GW ⇒ DECIGOで検出⇒ l へのへのへのへの制限制限制限制限

・重力波形の位相に対する -4PN のののの補正項補正項補正項補正項をををを導出導出導出導出。。。。

・Fisher 解析⇒ DECIGOははははtable-top実験実験実験実験よりもよりもよりもよりも強強強強いいいい制限制限制限制限！

・105
個のNS/BH event数

⇒ l < 2.62μm (table-topより1桁近く強い制限)⇒ l < 2.62μm (table-topより1桁近く強い制限)

・EMRI event 数⇒ l < 1.53µm

Future Works

・連星の方向⇒ Monte Carlo シミュレーション

・連星のspin ⇒ precessionを考慮することで縮退が解けるか?

・accretionによるmassの変化と区別できるか?


